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授業実施統計 

 

    4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 

上半期小

計 

授業回数 11 回 15 回 39 回 78 回 61 回 64 回 269 回 

合計受講人回 15 人回 19 人回 54 人回 116 人回 118 人回 132 人回 554 人回 

最大受講人数 2 人 2 人 3 人 3 人 5 人 5 人   

貸与端末 0 回 7 回 14 回 29 回 26 回 21 回 87 回 

私物 PC 11 回 8 回 25 回 49 回 35 回 43 回 136 回 

私物カメラ 11 回 8 回 22 回 45 回 33 回 39 回 123 回 

その他周辺機器 11 回 8 回 20 回 22 回 15 回 22 回 98 回 

受
講
者
人
数
別

 

授
業
回
数

 

1 人 7 回 11 回 26 回 47 回 25 回 24 回 140 回 

2 人 4 回 4 回 11 回 24 回 21 回 20 回 84 回 

3 人 0 回 0 回 2 回 7 回 10 回 15 回 34 回 

4 人 0 回 0 回 0 回 0 回 4 回 2 回 6 回 

5 人 0 回 0 回 0 回 0 回 1 回 3 回 4 回 

6 人 0 回 0 回 0 回 0 回 0 回 0 回 0 回 

    1 人 2 人 5 人 8 人 8 人 8 人   

 

    10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

下半期小

計 計 

授業回数総計 85 回 78 回 67 回 65 回 73 回 73 回 441 回 710 回 

合計受講人回 179 人回 175 人回 156 人回 155 人回 174 人回 157 人回 996 人回 

1550 人

回 

最大受講人数 6 人 6 人 6 人 5 人 5 人 6 人 6 人   

貸与端末 43 回 37 回 29 回 30 かい 30 かい 20 回 189 回 322 回 

PC 回数 42 回 41 回 38 回 35 回 43 回 53 回 252 回 388 回 

カメラ回数 42 回 41 回 38 回 35 回 43 回 53 回 252 回 375 回 

ペンタブ回数 18 回 14 回 16 回 16 回 16 回 18 回 98 回 196 回 

受
講
者
人
数
別

 

授
業
回
数

 

1 人 38 回 36 回 28 回 22 回 30 回 32 回 186 回 326 回 

2 人 17 回 8 回 9 回 12 回 11 回 13 回 70 回 154 回 

3 人 18 回 21 回 19 回 22 回 16 回 17 回 113 回 147 回 

4 人 9 回 8 回 3 回 2 回 6 回 8 回 36 回 42 回 

5 人 1 回 2 回 7 回 7 回 10 回 2 回 29 回 33 回 

6 人 2 回 3 回 1 回 0 回 0 回 1 回 7 回 7 回 

    8 人 8 人 8 人 8 人 8 人 8 人     

 

 

 

 



 

受講希望者の動向 

年度初頭は、管理者への教育、管理体制の構築などに遅れがでたこともあり、好調な滑り出しとは言えません

でした。 

4 か月目に入るころから急激な受講希望申し込み件数の増加があり、3 か月ほどで当初の見込みを越えて、許

容量に達しました。 

積極的な募集の停止後も紹介や、既に出回ったチラシを見た申し込みが続き、お断りせざるを得ないケースも発

生しました。 

受講希望時間帯に偏りがあり、平日の 21 時以降の深夜時間帯が稼働可能な指導員数に対して過密ぎみになっ

ています。 

 

指導員参入の動向 

授業実施中でも即時サポートができる体制を構築し、専用端末では電源を入れて２タップで授業実施できるよ

うに準備したこともあり、「パソコンはまったくわからない。」「使えない。」という指導員でも、大きな支障なく

オンラインでの指導にあたれたようです。 

当初は、オンライン授業の学習効果に懐疑的な指導員も居ましたが、オンラインのほうが各受講者の進度や要

望がわかりやすく効果が実感できるという意見も出るようになりました。 

ただし、一部指導員に 1 クラスに 2 人以上の受講者を受け持つことを避ける傾向があり、授業実施方法や指導

員の負荷分散には課題が残っています。負荷が集中した指導員の中には、体調不良で授業休止することが頻発し

た者も出ました。 

 また、今年度はオンラインでの指導にあたる指導員は、２，３年程度の対面での授業経験があることを必須条

件としましたが、指導員の増員は急務であり効率的な養成に課題を残しました。 

 

授業品質 

 当団体が培ってきた授業ノウハウを活かせるよう心掛けるべき要点を展開し、web カメラ（画角など指導員の

映り方）に奨励水準を設けるなどしました。結果として、受講者からの高い評価と、学習効果が得られたと感じ

ています。 

授業運営上の課題解決としてペンタブレットなどの活用も検証し興味をもつ指導員はいるものの、使用法にレ

クチャーが必要になるなど、浸透には至っておりません。 

また、オンラインならではの指導員に求められるスキルについて、検証、展開を予定しておりましたが、授業

回数の増加による付加増大から、手が回りませんでした。 

 

事業経営について 

オンラインでの BtoC 事業経営は経験が乏しかったこと、受講者の流入が急激であったこともあり、授業品質

の向上や受講希望者募集広報の拡充など予定していた多くの活動が結果的に不要になったり、手が回りませんで

した。 

管理保守体制、授業品質など十分な結果を得られたと感じる一方で、受講希望者数増減傾向の先読み、予算管

理など多くの不手際が目立ちました。 

 

  



所感・総括 

日本語学習が必要または日本語学習への意欲が高いにも拘わらず、金銭的時間的余裕、 

日本語能力の問題等の理由で教室に通えなかった多くの外国人にとって、このオンライン 

日本語授業が大きな支援となったことは間違いない。 

 

成果とその判断理由 

１，受講者の出席率の良さ。 

２，熱心な授業姿勢。 

３，受講者から、日本語や生活習慣等に関する質の高い質問や、絶え間ない感謝の言葉を貰う。 

４，回を重ねるごとに高まる日本語運用能力。 

５，担当教師ならびに受講者から、「教室では味わえない類の緊張感と余裕によって、指導能力向上と学習能力向

上を実感できる」と言う感想がある。 

６，現受講者の友人や家族・親戚などからの受講申し込みが、人数的に処理できない程高まって、現在新しい受

講者を断らざるを得ない程である。 

 

理由として考えられること 

１，情報技術者を軸とした、オンライン管理者による保守体制を構築している事 

２，豊富な日本語指導経験のある教師が複数いる事 

３，１により、IT 素養の多寡に関わらず２の教師が支障なく参入できる事。 

４，各受講者の表情を良く読み取り、余裕をもって傾聴して、受講者の学習意欲と 

  能力を引き出すという OJC の教育理念がオンライン授業にも適している事 

 

 

ただし、事業経営には多くの課題を残した形となり、改善が必須である。 


